
平成１９年１０月２４日 

会 員 各 位 

摩 擦 接 合 技 術 協 会 

 

平成１9年度第２回研究会（19-2）開催のお知らせ 
 
秋も深まり朝晩の冷え込みが気になる季節となりましたが、会員の皆様におかれまして

はますますご清祥のこととお慶び申し上げます。この度、大成建設株式会社のご厚意によ

り、大成建設技術センターの見学を含めた第２回研究会を下記の通り開催する運びとなり

ましたのでご案内申し上げます。 

 今回の研究会では、３件の講演が行われます。また、見学会では、技術センターの実験

施設を拝見して勉強いたします。会員の皆様におかれましても参考になるところが多いと

思います。 

多数の皆様のご参加を期待しております。 

 

記 

 

１．日 時：平成１９年１１月１６日（金曜日）        １３：１５～１６：４５ 

 

２．会 場：大成建設株式会社 技術センター  

      〒245-0051 横浜市戸塚区名瀬町344-1 

      ℡ 045-841-7221 

 

３．講演会                        １３：１５～１５：１０ 

１）「Strength of Friction-Welded Joints of Copper Alloys to Steels」 

慶應義塾大学理工学部 菅  泰  雄     １３：１５～１３：４５ 

２）「摩擦圧接過程の伝熱計算における熱入力について」 

東京工業大学大学院  池 庄 司 敏 孝     １３：４５～１４：１５ 

 

 ＜休  憩＞             １４：１５～１５：３５ 

 

３）「最近のコンクリート技術の動向 

   ～超高強度繊維補強コンクリート「ダクタル」を例として～」     

大成建設株式会社   三 桶 達 夫     １４：３５～１４：５５ 

 

４．見学会                        １５：５５～１６：４５         

      大成建設技術センター 

１）技術センター概要案内                １４：５５～１５：１５ 

２）実験施設見学                    １５：１５～１６：４５ 

 

＊帰りは、１７時のチャーターバスにより東戸塚駅までお送り致します。 

以上 

 



会場へのアクセス 
 
【理事会出席者】大成建設技術センターの連絡バスが１０時３０分に東戸塚駅東口に来ま

すので、これを利用されることをお勧めします。バスは乗降時間のみの短時間停車

ですので、早めにバス乗り場に来て待機下さい。 

 

候補① 新幹線（のぞみ82号）品川到着9：22⇒横須賀同駅発9：32⇒東戸塚着10：02 

   

候補② 新幹線（のぞみ８号）新横浜着9：30⇒横浜線同駅発9：43⇒東神奈川駅で京浜東

北線に乗り換え⇒横浜着9：56⇒横須賀線同駅発10：08⇒東戸塚到着10：16 

 

 

【研究会参加者】大成建設技術センターの連絡バスが１３時００分に東戸塚駅東口に来ま

すので、これを利用されることをお勧めします。バスは乗降時間のみの短時間停車

ですので、早めにバス乗り場に来て待機下さい。 

 

候補① 新幹線（のぞみ4号）品川到着11：59⇒横須賀線同駅発12：16⇒東戸塚着12：45 

 

候補② 新幹線（のぞみ６号）新横浜着12：10⇒横浜線同駅発12：18⇒東神奈川駅で京浜

東北線に乗り換え⇒横浜着12：30⇒横須賀線同駅発12：37⇒東戸塚到着12：45 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JR横須賀線 東戸塚駅下車 連絡バスにて約１０分 
         【大成建設技術センター 案内図】 
 
 



 
 

 

 

時 分 時 分 

8 
08 20(*) 33(*) 48 

*印は 
神奈川中央交通大成建設行バス

13 00   30 

9 20   50 14 00   30 

10 30 15 00   30 

11 05   30 16 00   30 

12    17 00 
 

 ・路線バス御利用の方は神奈川中央交通バス「緑園都市行」川上小学校前下車 

 又は 「秋葉経由戸塚駅行」富士山下下車に御乗車下さい．  

 

 

 
 

※  バス乗り場へのアクセス：東戸塚駅改札口を出て左側方向の東口に出て、（橋を渡

らず）すぐにエスカレータを利用して地上に降りてください。横断歩道をタクシー乗

り場を通過して上図の奥まで進み、待機してください。目だった目印がないので、ご

注意下さい。 

 

なお、マイクロバスの停車時間は短時間であり、バスへの乗降が終了するとすぐの

発車となりますので、あらかじめ所定の位置で待機下さい。 

 

 



摩擦接合技術協会第１９－２回研究会出席申込書 

                  （平成１９年１１月５日（月） 必着） 

 

申込先    〒151-0053 東京都渋谷区代々木 2-36-6 

生々文献サービス内 

摩擦接合技術協会 事務局 

Tel：03-3375-8446 

Fax：03-3375-8447 

 

 

ご芳名 ご所属 
ご連絡先 

Tel. 

   

   

 

連絡事項ご記入欄：（自家用車でご来場の方はその旨をご記入ください。） 
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